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プレゼンテーション表紙サンプル （スライドサイズ 4：3 25.4 x 19.05cm）

令和３年度法科大学院関係状況調査

法学未修者教育に関する調査

集計対象 ： 令和３年４月１日時点で学生を募集している法科大学院を持つ大学（35校）

調査基準日： 令和３年4月１日

1

１．入学者選抜における配慮

２．カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

３．正規の教育課程外の支援

４．長期履修

５．有職社会人のための環境整備

６．法科大学院修了後の支援
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1. 入学者選抜における配慮
令和３年度入学者選抜の実施に関して、就業者その他の職業経験を有する者であって法科大学院に入学
しようとする者に行った配慮について回答してください。（「○」「×」選択式）

10校

29校

9校

35校

29校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

法科大学院の養成したい法曹像に応じて社会人経験を評価

遠隔地の就業者に対する面接方法の工夫

就業者に配慮した選抜日時の配慮（例：試験の休日実施）

入学者選抜の複数回実施

3

令和３年度入学者選抜の実施に関して法学を履修する課程以外の大学の課程を修了して法科大学院に入
学しようとする者に行った配慮について回答してください。（「○」「×」選択式）

1. 入学者選抜における配慮

7校

28校

17校

18校

4校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

志望理由書、法学以外の勉学の成果やそれを法曹
として生かす意図等を積極的に評価

実務経験年数を評価

所定の資格保有者を特に評価

法科大学院が求める学生像（アドミッション・ポリシー）に応じて、
理系学部等からの入学者の枠の設定
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入学前の導入教育等の状況について （「○」「×」選択式）

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

7校

14校

20校

29校

31校

11校

17校

31校

32校

35校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

入学前の科目等履修の受入

入学予定者に対する、入学前授業聴講・見学

入学予定者に対する、文献リストや書籍の紹介等を実施

入学前に法的知識・考え方などを学べるようにするための取組を実施

入学予定者に対する、ガイダンス、説明会を実施

実施している大学 実施している大学のうち、ICTを活用している大学

5

未修１年次の履修登録単位数の上限の状況を記載してください。

44単位の大学（5校） ：千葉大学、 ※上智大学、創価大学、早稲田大学、愛知大学
42単位の大学（3校） ：金沢大学、明治大学、関西学院大学
40単位の大学（6校） ：大阪大学、神戸大学、岡山大学、東京都立大学、南山大学、福岡大学
39単位の大学（2校） ：大阪市立大学、専修大学
38単位の大学（4校） ：名古屋大学、九州大学、琉球大学、駒澤大学
37単位の大学（1校） ：立命館大学
36単位の大学（14校）：北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、一橋大学、京都大学、広島大学、

学習院大学、慶應義塾大学、中央大学、日本大学、法政大学、同志社大学、※関西大学

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

14校

1校

4校

2校

6校

3校

5校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

36単位

37単位

38単位

39単位

40単位

42単位

44単位

6

※上智大学：未修1年次の履修登録単位数の上限について、原則36単位だがこの上限に含まない除外科目がいくつかあり、それを含めても最大
で44単位は超えられないため、44単位と回答。

※関西大学：本研究科が認めた者については、44単位を限度として履修を届け出ることができる。



法科大学院の法律基本科目と学部におけるこれに相当する科目の共同開講を実施していますか。
（「○」「×」選択式）

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

8校
23%

27校
77%

実施している
実施していない

複数の法科大学院が連携して未修者教育を実施していますか。 （「○」「×」選択式）

実施している大学（6校）
岡山大学、広島大学、琉球大学、慶應義塾大学、創価大学、
愛知大学

実施している大学（8校）
筑波大学、京都大学、大阪大学、神戸大学、広島大学、
九州大学、同志社大学、関西学院大学

7

6校
17%

29校
83%

実施している
実施していない

0校

7校

3校

1校

1校

1校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

合同の課程外の自主ゼミ

共同のFD、授業研究

教材、レジュメ、小テスト等の共有化

共同開講

補助教員の受入れや補助教員の派遣

教員受入れや教員派遣

他の法科大学院と連携して、未修者教育を実施している大学（8校）が行っていること
（複数回答可）
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１年次に教育課程内で法的な推論、分析、構成及び論述能力等を育成するための科目を開設していますか。
（「○」「×」選択式）

事例分析に関する科目を開設している大学 肯定的に回答した大学（23校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

肯定的に回答した大学（9校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

23校
66%

12校
34%

開設している
開設していない

12校

19校

8校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

9校
75%

3校
25%

行っている
行っていない

4校

6校

4校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

事例分析に関する科目を開設していない大学
（12校）のうち、授業内で工夫して論述能力

の育成を行っている大学

9

１年次に教育課程内で法的な推論、分析、構成及び論述能力等を育成するための科目を開設していますか。
（「○」「×」選択式）

法文書の作成に関する科目を開設している大学 肯定的に回答した大学（21校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

肯定的に回答した大学（9校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

法文書の作成に関する科目を開設していない
大学（14校）のうち、授業内で工夫して
論述能力の育成を行っている大学

21校
60%

14校
40%

開設している
開設していない

11校

19校

8校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

9校
64%

5校
36%

行っている
行っていない

4校

6校

5校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用
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１年次に教育課程外で法的な推論、分析、構成及び論述能力等を育成するための科目を開設していますか。
（「○」「×」選択式）

事例分析に関する科目を開設している大学 肯定的に回答した大学（22校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

肯定的に回答した大学（5校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

事例分析に関する科目を開設していない大学
（13校）のうち、授業内で工夫して論述能力

の育成を行っている大学

22校
63%

13校
37%

開設している
開設していない

16校

17校

19校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

5校
38%8校

62%
行っている
行っていない

1校

3校

1校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

11

18校
51%

17校
49%

開設している
開設していない

１年次に教育課程外で法的な推論、分析、構成及び論述能力等を育成するための科目を開設していますか。
（「○」「×」選択式）

法文書の作成に関する科目を開設している大学 肯定的に回答した大学（18校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

肯定的に回答した大学（6校）のうち、何を行っているか
【複数選択可】

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

法文書の作成に関する科目を開設していない
大学（17校）のうち、授業内で工夫して
論述能力の育成を行っている大学

13校

16校

17校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用

6校
35%11校

65%

行っている
行っていない

2校

4校

2校

0 10 20 30 40

司法試験活用

添削、個別返信

補助教員活用
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法学未修者1年次教育課程内において、工夫、配慮していることを回答してください。
（「○」「×」選択式）

15校

25校

29校

29校

28校

32校

30校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他の工夫、配慮を行っている大学

学修進度の遅い学生への個別指導

授業外での論述指導

共通到達度確認試験・司法試験の過去問などを利用した到達度の提示

予習・復習用のオンデマンド教材などの積極的な活用

小テスト等による学生理解度の随時把握

入学前の課題、自主学修の促進

2. カリキュラム・授業内容や方法等における工夫・改善

13

法学未修者１年次教育課程外の体制の充実として以下のことが行われていますか。（「○」「×」選択式）

3. 正規の教育課程外の支援

14

11校

29校

29校

18校

32校

17校

32校

35校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

１年次に法曹と交流する機会や、法曹の実務について学んだり実務に
触れたりする機会を設ける

１年次の早い時期に、学生同士の交流をはかる機会を設ける

未修者キャリアサポート・学修サポート懇談会の実施

補助教員による支援

法科大学院学生による支援

学生の学修状況等に関する情報を教員間で共有

法科大学院の教員によるオフィスアワー／学生面談などにおける学修
指導



法科大学院独自の長期履修制度がある大学
（「○」「×」選択式）

4. 長期履修

法科大学院独自の長期履修制度がある大学（９校）
のうち、長期履修の申請時期について

15

9校
26%

26校
74%

制度がある
制度がない 2校

1校

1校

2校

3校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

他

随時

入学試験出願時又は入学手続時

入学手続時

入学試験出願時

5. 有職社会人のための環境整備
有職社会人が学びやすい環境整備のために取組んでいるものがあれば回答してください
（「○」「×」選択式）

0校

4校

14校

11校

6校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

遠隔授業のみで修了できるカリキュラムの編成

夜間・休日に開講される講義のみで修了できるカリキュラムの編成

仕事との両立を踏まえた丁寧な履修指導

長期履修制度の積極的な活用

科目等履修生度を活用した入学前の先取り履修の積極的な活用
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6. 法科大学院修了後の支援
法科大学院修了後の支援に当てはまるものがあれば回答してください （「○」「×」選択式）

修了後5年間の学生進路状況等の追跡調査をしている大学（司法試験準備、就職など把握している）

17

8校

27校

35校

32校

30校

33校

32校

30校

34校

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

修了後5年間の学生進路状況等の追跡調査をしている
（司法試験準備、就職など把握している）

進路指導、就職情報の提供

教員への質問機会の提供

司法試験合格者・補助教員等による指導

司法試験に関する情報提供

修了生・同窓会等のネットワークの提供

学生に準ずる身分（専門研究員、特別研修生等）
の提供による学修支援

自習室の提供
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